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解答　３年 ７章　三平方の定理

1　　　 cm

⇒　ＢＤ2＝22＋32＝13

　ＢＤ＞0だから，ＢＤ＝　　 
2　(1＋ 6 )cm

⇒　△ＡＣＤは，∠ＡＤＣ＝90°，∠ＣＡＤ

＝30°の直角三角形だから，

 ＡＣ：ＣＤ＝2：1

 ＣＤ＝1

 ＡＣ：ＡＤ＝2： 3

 ＡＤ＝ 3

また，△ＡＢＤは直角三角形だから，

 ＡＤ2＋ＢＤ2＝ＡＢ2

 ( 3 )2＋ＢＤ2＝32

 ＢＤ2＝6

　ＢＤ＞0だから，ＢＤ＝ 6

　したがって，

 ＢＣ＝ＣＤ＋ＢＤ

 ＝1＋ 6

3　　 cm

⇒　△ＡＦＤは直角三角形だから，

 ＡＦ2＋ＦＤ2＝ＡＤ2

 ＣＥ2＋ＦＤ2＝ＡＤ2

 (ＢＣ－ＢＥ)2＋ＦＤ2＝ＡＤ2

 (5－2)2＋ＦＤ2＝52

 ＦＤ2＝16

　ＦＤ＞0だから，ＦＤ＝4

　また，△ＡＦＤ∽△ＥＦＢだから，

 ＤＦ：ＢＦ＝ＡＤ：ＥＢ

 4：ＢＦ＝5：2

 ＢＦ＝　
4⑴　ＡＤ＝6 cm，　ＡＨ＝　   cm

⑵　2 　    cm

⑶　△ＡＢＤ：△ＥＡＣ＝33：5

⇒⑴　平行線の錯角は等しいから，ＡＤ//ＢＣより，

 ∠ＡＤＢ＝∠ＣＢＤ

　直線ＢＤは∠ＡＢＣの二等分線だから，

 ∠ＡＢＤ＝∠ＣＢＤ

　よって，∠ＡＢＤ＝∠ＡＤＢ

　したがって，△ＡＢＤはＡＢ＝ＡＤの二等辺三角

形だから，

 ＡＤ＝6

　また，四角形ＡＢＣＤは台形で，その面積は
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7 　   cm2だから，

 　×(ＡＤ＋ＢＣ)×ＡＨ＝7 11

	 　 ×(6＋8)×ＡＨ＝7

 ＡＨ＝

⑵　△ＡＢＨは直角三角形だから，

 ＡＨ2＋ＢＨ2＝ＡＢ2

 11＋ＢＨ2＝36

 ＢＨ2＝25

　ＢＨ＞0だから，ＢＨ＝5

　点Ｄから直径ＢＣの延長にひいた垂線とＢＣの延

長との交点をＩとすると，直角三角形ＤＢＩで，

 ＢＤ2＝ＢＩ2＋ＤＩ2

 ＝(ＢＨ＋ＨＩ)2＋ＡＨ2

 ＝(5＋6)2＋11

 ＝132

　ＢＤ＞0だから，

 ＢＤ＝  　　＝2 　　
⑶ 　ＢＤが∠ＡＢＣの二等分線であることと，円周角

の定理から，△ＡＢＤ∽△ＥＡＣである。

　△ＡＨＣは直角三角形だから，

 ＡＣ2＝ＡＨ2＋ＣＨ2

 ＝ＡＨ2＋(ＢＣ－ＢＨ)2

 ＝11＋(8－5)2

 ＝20

　相似な図形の面積の比は相似比の２乗だから，

 △ＡＢＤ：△ＥＡＣ＝ＢＤ2：ＡＣ2

 ＝132：20

 ＝33：5

5⑴　6 2 cm

⑵　36 cm3

⑶　2 cm

⇒⑴　ＢＤは正方形ＡＢＣＤの対角線である。

⑵　頂点をＥ，底面を△ＡＢＤとすると，

	 　×(　×6×6)×6＝36

⑶ 　三角錐Ａ－ＢＤＥで，底面を△ＢＤＥとし，高さ

を h  cmとする。△ＢＤＥは1辺が6 2 cmの正三角

形だから，その面積は，
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	 　　×(6 2 )2＝18 3

　⑵より，三角錐Ａ－ＢＤＥの体積は 36 cm3だから，

	 　×18 3×h＝36

 h＝2 3

　右の図のように，切り口

の円の半径をr cmとすると，

直角三角形の斜辺は球の半

径にあたるから 4 cmで，

 (2 3 ) 2＋r2＝42　　r2＝4

　r＞0だから，r＝2

6⑴　    πcm3

⑵　3 cm

⑶　　　　 πcm3

⇒⑴　   ×π×43×    ＝     π
⑵ 　右の図の直角三角形ＯＢＣで，

ＯＢ＝ 7 cm，ＯＣ＝4 cmだか

ら，三平方の定理より，

 ＢＣ2＝ＯＣ2－ＯＢ2

 ＝9

　ＢＣ＞0だから，ＢＣ＝3

⑶　円錐のおもりの体積は，

	    ×π×32×3 7＝9 7π

　おもりの外に出ている部分は円錐のおもりと 

相似である。よって，その体積は，

 9 7π×    ＝　　　π
　したがって，あふれた水の体積は，

 9 7π－　　　π＝　　　π
₇⑴　4 　   cm2

⑵　63 cm3

⑶　18 2  cm

⇒⑴ 　ＰＱは直角二等辺三角形ＰＱＡ

の斜辺だから，

 ＰＱ＝4 2

　右の図で，△ＰＩＥ，△ＰＡＥ

は直角三角形だから，

 ＩＥ2＋ＩＰ2＝ＰＥ2

 ＩＥ2＋(   ＰＱ)
2

＝ＡＰ2＋ＡＥ2

 ＩＥ2＋(2 2 )2＝42＋62

 ＩＥ＝2 　   
　したがって，

 △ＰＱＥ＝   ×ＰＱ×ＩＥ

4
3

1
3

128
3

19 　   
3

7

4
3

1
2

128
3

1
3

23

33

8 　   
3

7

8 　   
3

7 19　   
3

7

22

1
2

11

1
2

 ＝   ×4 2×2　   

 ＝4　   
⑵ 　右の図のように，

ＡＥ，ＢＭ，ＤＮを 

それぞれ延長すると 

１点で交わるから，

その交点をＲとする。

　ＥＲ＝6 c mであり，

三角錐Ｒ－ＡＰＱと 

三角錐Ｒ－ＥＭＮは

相似比が2：1の相似

な立体である。

　　三角錐Ｒ－ＡＰＱの体積は，

	 　×(　×6×6)×12＝72

　よって，三角錐Ｒ－ＥＭＮの体積は，

 72×     ＝9

　したがって，求める立体の体積は，

 72－9＝63

⑶ 　ＰからＱまでの長さは線分ＰＱのときに最も短

くなり，ＮからＭまでの長さは線分ＭＮのときに

最も短くなる。このとき，ＰＱ＝ＭＮ＝3 2 cm 

である。

　 　ＱからＮまでの長さとＭからＰまでの長さは，

展開図で考える。ＱからＮまでの長さは，展開図

上での線分ＱＮのときに最も短くなる。また，Ｍから

Ｐまでの長さは，展開図上での線分ＰＭのときに

最も短くなる。このとき，ＱＮ＝ＰＭ＝6 2 cm 

である。

　したがって，求める長さは，

 3 2×2＋6 2×2＝18 2
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